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す
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指
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又
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の
結
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の
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四

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
五
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
二
四
〇
〇
三
三
五

す
み
れ
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字

町
四
十
四
番
地
一

居
宅
介
護

特
定
非
営
利
活

動
法
人　

に
こ

に
こ
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス

令
和
五
年
十
月

三
十
一
日

〇
四
一
三
一
〇
〇
一
五
七

ウ
エ
ッ
ク
小
牛
田
ケ
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

遠
田
郡
美
里
町
駅
東
一

丁
目
二－

三

居
宅
介
護
・
重
度

訪
問
介
護

株
式
会
社
ウ
エ

ル
シ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ

令
和
六
年
七
月

三
十
一
日

〇
四
一
一
二
〇
〇
〇
九
〇

有
限
会
社　

は
さ
ま
看

護
婦
・
家
政
婦
紹
介
所

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中

江
二
丁
目
二
十
一
番
地

重
度
訪
問
介
護

有
限
会
社　

は

さ
ま
看
護
婦
・

家
政
婦
紹
介
所

令
和
六
年
八
月

一
日

〇
四
一
〇
三
〇
〇
〇
八
一

塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議

会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

塩
竈
市
北
浜
四
丁
目
三

番
十
二
号

居
宅
介
護

社
会
福
祉
法
人

塩
竈
市
社
会
福

祉
協
議
会

令
和
六
年
九
月

三
十
日

〇
四
一
一
三
〇
〇
二
〇
五

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

山
王

栗
原
市
一
迫
真
坂
字
新

道
満
三
十
九

短
期
入
所

社
会
福
祉
法
人

宮
城
福
祉
会

令
和
六
年
九
月

三
十
日

〇
四
一
〇
三
〇
〇
〇
五
七

ま
ご
こ
ろ
塩
釜

塩
竈
市
袖
野
田
町
三
十

九－

二

重
度
訪
問
介
護

特
定
非
営
利
活

動
法
人
ま
ご
こ

ろ
サ
ー
ビ
ス
塩

竈
セ
ン
タ
ー

令
和
六
年
十
月

一
日

〇
四
一
二
四
〇
〇
〇
七
九

社
会
福
祉
法
人
山
元
町

社
会
福
祉
協
議
会
指
定

訪
問
介
護
事
業
所

亘
理
郡
山
元
町
真
庭
字

名
生
東
百
十
九－

一

重
度
訪
問
介
護
・

行
動
援
護

社
会
福
祉
法
人

山
元
町
社
会
福

祉
協
議
会

令
和
六
年
十
月

一
日

〇
四
一
〇
九
一
七
一
五
七

短
期
入
所　

多
賀
城
桜

木多
賀
城
市
桜
木
三
丁
目

七
番
二
十
一
号

短
期
入
所

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ン
ク
ル
ー
株
式

会
社

令
和
六
年
十
一

月
三
十
日

〇
四
一
一
五
〇
〇
九
八
六

短
期
入
所　

大
崎
古
川

荒
谷

大
崎
市
古
川
荒
谷
字
新

小
道
五
十
四－

一

短
期
入
所

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ン
ク
ル
ー
株
式

会
社

令
和
六
年
十
一

月
三
十
日

〇
四
二
〇
九
一
七
〇
六
四

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル

ー
ホ
ー
ム
多
賀
城
桜
木

多
賀
城
市
桜
木
三
丁
目

七
番
二
十
一
号

共
同
生
活
援
助

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ン
ク
ル
ー
株
式

会
社

令
和
六
年
十
一

月
三
十
日

〇
四
二
一
五
〇
〇
八
一
〇

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル

ー
ホ
ー
ム
大
崎
古
川
荒

谷大
崎
市
古
川
荒
谷
字
新

共
同
生
活
援
助

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ン
ク
ル
ー
株
式

会
社

令
和
六
年
十
一

月
三
十
日
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小
道
五
十
四－

一

〇
四
二
〇
七
〇
〇
六
二
七

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
よ

こ
の
家

名
取
市
植
松
四
丁
目
七

－

一

共
同
生
活
援
助

株
式
会
社
ひ
よ

こ
グ
ル
ー
プ

令
和
六
年
十
二

月
三
十
一
日

〇
四
一
一
六
〇
〇
〇
四
二

エ
ム
ツ
ー
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
富
谷

富
谷
市
日
吉
台
二－

二

十
四－

六

居
宅
介
護

Ｍ
２
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
株
式
会
社

令
和
七
年
一
月

二
十
日

〇
四
一
二
七
〇
〇
三
一
二

セ
ベ
ッ
ク
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

富
谷
市
成
田
六－

八－
三

行
動
援
護

有
限
会
社　

セ

ベ
ッ
ク

令
和
七
年
一
月

二
十
七
日

〇
四
一
一
四
〇
〇
二
七
八

ぱ
ん
ぷ
き
ん
介
護
セ
ン

タ
ー　

東
松
島
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

東
松
島
市
矢
本
字
上
河

戸
六
十
六
番
二
号

居
宅
介
護
・
重
度

訪
問
介
護

ぱ
ん
ぷ
き
ん
株

式
会
社

令
和
七
年
一
月

三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
六
号

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
一
の
と
お
り

二　

認
可
年
月
日

　
　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

古
川
登
米
線

三　

道
路
の
区
域

変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

登
米
市
米
山
町
字
善
王
寺
朝
来
下
一
一
〇
番
九
地

先
か
ら

同
市
米
山
町
字
善
王
寺
朝
来
下
一
一
〇
番
一
五
地

先
ま
で

前

二
七
・
五
～

�

五
五
・
六

�

五
六
・
七

後

一
六
・
一
～

�

五
五
・
六

�

五
六
・
七

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

古
川
登
米
線

登
米
市
米
山
町
字
善
王
寺
大
久
保
無
番
地
先
か
ら

同
市
米
山
町
字
善
王
寺
朝
来
下
一
一
〇
番
一
五
地
先
ま
で

令
和
七
年

�

三
月
二
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
九
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
区
画
整
理
組

合
の
解
散
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

大
和
町
杜
の
丘
北
部
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

黒
川
郡
大
和
町
杜
の
丘
一
丁
目
十
四
番
地
二

三　

解
散
事
由

　
　

事
業
の
完
成

四　

解
散
認
可
の
年
月
日

　
　

令
和
七
年
三
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
号
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地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七
年
度
に
宮
城
県
が
発
注
す
る
建
設
工
事
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体

の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
以
下
「
特
定
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
」
と
い
う
。）
に
参
加
す

る
者
に
必
要
な
資
格
を
次
の
一
の
と
お
り
定
め
た
。

　

な
お
、
特
定
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
次
の
二
か
ら
七
ま
で
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
申
請
し
、
八
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

資
格
要
件

　
　

１
及
び
２
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　

１　

次
の
㈠
か
ら
㈢
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

　
　

㈠　

施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
す
る
者

　
　

㈡�　

二
に
掲
げ
る
申
請
に
必
要
な
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
記
載
を
し
な
か
っ
た

者

　
　

㈢�　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
者
及
び
同
法
第
二
十

七
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受
け
て
い
な
い
者

　

２�　

参
加
を
希
望
す
る
建
設
工
事
（
建
設
業
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）
の
種
類
に
応
じ
た
経

営
事
項
審
査
に
よ
る
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
評
定
値
が
、
次
の
表
の
基
準
を

満
た
す
者

調
達
を
す
る
建
設
工
事
の
種
類

基　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

準

建
築
一
式
工
事

電
気
工
事

管
工
事

八
百
五
十
点
以
上

八
百
五
十
点
以
上

八
百
五
十
点
以
上

機
械
器
具
設
置
工
事

八
百
五
十
点
以
上

二　

申
請
に
必
要
な
書
類

　

１　

建
設
工
事
一
般
競
争
入
札
（
特
定
調
達
契
約
）
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　

２　

添
付
書
類

　
　

�　

直
近
の
総
合
評
定
値
通
知
書
の
写
し
（
審
査
基
準
日
が
建
設
工
事
一
般
競
争
入
札
（
特
定
調
達
契
約
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
提
出
日
前
一
年
七
月
以
内
の
も
の
に
限
る
。）

三　

申
請
書
類
の
作
成
に
用
い
る
言
語

　
　

日
本
語

四　

受
付
期
間

　

�　

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
（
宮
城
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
宮
城
県

条
例
第
十
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
（
以
下
「
休
日
」
と
い
う
。）
を
除
く
。）

五　

申
請
書
の
配
布
期
間

　
　

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
（
休
日
を
除
く
。）

六　

申
請
書
の
配
布
及
び
申
請
書
類
の
提
出
場
所

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課
管
理
班

七　

申
請
の
方
法

　
　

提
出
場
所
に
申
請
書
類
を
郵
送
す
る
こ
と
。

八　

資
格
承
認

　

�　

資
格
審
査
の
結
果
、
一
の
資
格
要
件
を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
、
特
定
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争

入
札
へ
の
参
加
資
格
を
承
認
し
、
建
設
工
事
一
般
競
争
入
札
（
特
定
調
達
契
約
）
参
加
資
格
承
認
者
名
簿
に
登
載
す

る
。

九　

審
査
結
果
の
通
知

　
　

当
該
申
請
者
に
郵
送
で
通
知
す
る
。

十　

資
格
承
認
の
有
効
期
間

　
　

資
格
承
認
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
一　

資
格
の
更
新
手
続

　

�　

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
資
格
申
請
の
公
示
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
当
該
公
示
に
基
づ
き
申
請
書
類
を

提
出
す
る
こ
と
。

十
二　

申
請
に
関
す
る
問
合
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課
管
理
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
五
）　

〇
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
一
号

　

県
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
三
十
年
三
月
二
十
日
仙
台
市
へ
委
託
し
た
県
の
学
校
給
食
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、次
の
規
約
に
よ
り
変
更
し
た
。

　
　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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仙
台
市
と
宮
城
県
と
の
間
の
学
校
給
食
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　

仙
台
市
と
宮
城
県
と
の
間
の
学
校
給
食
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

　

第
一
条
中
「
宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校
松
陵
校
」
を
「
宮
城
県
立
松
陵
支
援
学
校
」
に
、「
及
び
中
学
部
」
を
「
、

中
学
部
及
び
高
等
部
」
に
改
め
、「（
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る

学
校
給
食
を
い
う
。）」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
約
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
２
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
し
た
「
試
験
研
究
機
関
に
お
け

る
研
究
内
容
及
び
高
額
研
究
機
器
の
利
活
用
状
況
」
に
係
る
監
査
結
果
を
別
冊
２
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
７
年
３
月
25日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
々
木
　
　
喜
　
　
藏
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
々
木
　
　
功
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
加
里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　


